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ガンマ線スペクトルを複数の核種スペクトルの線形和であることを利用した新たな核種定量法を開発した

ので、その原理と 6種の標準ガンマ線源を用いて行った定量性検証の結果を報告する。 
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1. 緒言 

ガンマ線による核種定量法は、現在全吸収ピーク解析法により原子力分野を始め、環境分析、医療など

の分野で広く応用されている。しかし、ガンマ線検出器のピーク生成効率は小さく、定量精度は統計によ

り大きく制限される。我々は、コンプトン散乱等に起因する連続成分も入射ガンマ線に依存する形状を有

することに着目し、スペクトル全体を利用する定量法を開発した。その定量性検証の結果を報告する。 

 

2. 原理と定式化 

試料に含まれる放射性核種の数が限定され、各々の核種のスペクトルが測定済みであることを仮定する

と、測定されたガンマ線スペクトルは、これらの複数核種スペクトルの線形和で表わせ、その係数は放射

能値に比例する。よって、測定スペクトルと全核種のスペクトルから、最適の係数値を求めることで定量

が可能になる。線形最小二乗法 1を基に定式化を行い、MS Excel を用いたソフトウェアを開発した。 

    

図１Ge検出器による測定およびフィットしたスペクトル   図２NaI検出器による測定およびフィットしたスペクトル 

3. 検証と結論 

検証には AMETEK社製 GMX40P4-70-A-S型 Ge検出器および応用光研工業㈱製 SP-30S-KF型 NaI検出器

を使用した。ガンマ線標準線源 6種（22Na, 60Co, 133Ba, 134Cs, 137Cs, 152Eu）を各々検出器から 10cmの位置に置

き、1秒から 100,000秒までの異なる測定時間で得られたスペクトルを足し合わせることで、1 Bqから 104 Bq

に相当する混合スペクトルを生成し、上記ソフトウェアで定量を行った。その結果の例を図 1, 2に示す。

約 104 Bq の 60Co, 134Cs, 137Cs,が存在する中で、10 Bqオーダーの他の核種を 10%オーダーの定量精度で決め

られることがわかった。 
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